
多様な水源の活用

想定されるリスクへの対応策 資料４

都市内の水不足
生活用水

雑用水の不足

人々の
健康被害

トイレの不足
・使用制限

水道管路・配水施設・
浄水場の耐震化

応急給水体制の整備

マンホールトイレ等
の活用

下水管きょ・ポンプ場・
処理場の耐震化

下水管きょのループ化
（う回ルート設置）

・河川水

下水処理場間をつなぐ
ネットワーク管きょの設置

都市内の
水リスク発生

「都市内の水リスク」対応策

仮設トイレの汚水
受け入れ施設の設置

民間ビル内トイレ
の活用

・海水

・地下水（湧水）

・雨水

・再生水

・都市内水路等

被災施設復旧資材の
搬送に河川空間を活用

水源の多様化・ネットワー
ク化・予備力の確保



想定されるリスクへの対応策

汚染物質の河川への
流入防止

河川水の希釈

下水管渠・ポンプ場・
処理場の耐震化

合流式下水道の改善

都市内の
水リスク発生

「流域内における水系リスク」対応策

河川水質の情報提供

リスク伝播

リスク伝播

水源の多様化・ネットワー
ク化・予備力の確保

取排水系統の再編

関係機関による情報連絡
体制の強化

下水処理場間をつなぐ
ネットワーク管きょの設置



●病院、避難所等の重要拠点につな

がる管路を優先的に耐震化すること

で断水被害を防止し，水道管からの

給水を継続することにより、断水によ

る医療活動等の停滞を防止する。

（横浜市水道局ホームページより）

想定されるリスクへの対応策

病院，避難所等の重要拠点につながる管路の耐震化

●あわせて，病院，避難所等の重要

拠点につながる下水道管きょの耐震

化を行うことにより，汚水排除機能を

確保する。

下水道管きょ



水源の多様化,ネットワーク化･ブロック化,予備力の確保

複数のダム、複数の河川系統や
取水口を確保し、リスク低下

被災により給水能力が低下した場
合、平常時の余裕量は復旧作業用水
として必要

水源の多様化 ネットワーク化・ブロック化

（
記
者
発
表
資
料
よ
り
）
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備

（東京都水道局ホームページより）
（大阪市水道震災対策強化プラン２１基本構想より）

予備力の確保

被災により浄水場の一つが供給停止になった場
合においても、予備力が確保されていれば対応
が可能。
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供給停止
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